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も の と 思わ れる . 鏡 粉 ウケ ッ ト 列 に つい て の 観察 結果 を まとめ る と 次 の と お り で ある 、. 

① 鱗 牙 類 に お いて 鱗粉 の ソケット は 甚 表 皮 上 に , ラン ダム に 点 在 する も の が 原始 的 で 次 外縁 部 に 平 
行 に な る よう な 配列 を する も の が 発展 段階 の 高い も の で ある . 

② ラ ンダ ム に ある ソケット が 列 性 を 生ずる 時 に 2 つの タイ プ が 考え られ る . の 集団 と し て 列 を 作 
り , それ が 個々 の ソケット の 列 へ 進化 する タイ プ . G@ 初 め よ り 個々 の ソケット の 列 へ 進化 する タイ プ . 
の に 相当 する も の は Hesperiidae と Lycaenidae で あり , @ に 相当 する も の は , 上 記 以 外 の 蝶 で ある . 
また 列 性 を 淀 び よ ず に ラン ダム な 状態 に ある の は Pornassius 属 と Luehdorfia 属 で ある . 

ソケット 列 の 中 に ソケット 間 を 結ぶ ソケット 列 側線 ( 新 称 ) を 発達 させ る 場合 が あり , これ が 発 
達する も の は 進化 の 段階 が 高い と 思わ れる . (Papilio 属 , Nymphalidae の 一 部 ). 

④ 通 常 の ソケット 列 は 2 本 か ら 成 立 し , その 一 本 は 必ず 外縁 に 平行 し 互い に 交差 する こと は な い 
(前 , 後 次 と ゃ 同様) 他 の 1 本 は 種 に より また は 属 に より 一 定 の 方 向 に 位置 を 移動 し て 来 た と 思わ れ , 
分 類 標 徴 と し て 重要 な 意味 を 持つ と 思わ れる . 前 者 を 主 ソ ケッ ト 列 と 呼び , 後者 を 副 ソ テット 列 と 新 
称し た い . 

香 鱗 基 根 ( 発 香 鱗 の 表皮 へ の 接点 ) は 必ず 甚 外縁 に 平行 で ある . 即ち 主 ツ ケッ ト 列 に 平行 に 位置 
し , また ソケット 列 側 線 は 必ず 主 フ ケッ ト 列 に の み 生 ずる . 

⑤ 主 ウケ ッ ト 列 と 副 ソ ケッ ト 列 と が 交差 する こと に より 生ずる と ン 形 は 種 の 特徴 を 現す こと が 多 
い . また この 位置 は 前 期中 室 お よび 後 次 第 1b 室 に お いて 安定 的 で ある . 

⑥ 主 ソケット と 主 ソ ケッ ト , また 副 ソ ケッ ト と 副 ソ ケッ ト 間 で は 交差 する こと は な い . 

な お , Curetis が Lycaenidae の 種 と 大 きく 違っ た ソケット 列 と 出発 点 に 位置 し て いる こと が 観察 さ 
れ た こと を 附 記 し た い . 


8. シロ チョ ウ 科 幼虫 数 種 に お ける クチ クラ 表面 の 微細 構造 矢田 億 (九州 ) 

鱗 超 問 幼 虫 の クチ クラ 表面 の 微細 構造 は , 種 は も ちろ ん , その 部 位 , ステ ー ジ に よっ て 異な る . 頭 
部 お よび 胴 部 の 代表 と し て , 単眼 城 の 背 方 部 , 中 胸 の 亜 背 部 を それ ぞ れ 選び , シロ チョ ウッ 科 各 種 の 終 
令 幼 虫 の クチ クラ 表面 の 微細 構造 を , 走査 電子 顕微 鏡 に よっ て 観察 し た . 用 いた 材料 は シロ チョ ウ 科 
の 全 亜 科 に わた る 15 属 16 種 で ある . 

頭 部 に は 微細 な シソ を 一 面 に 形成 し , お も に 以下 の 4 つの パタ ー ン に 区 別 さ れ た . ① 不 規則 な 多角 
形 の シワ が ある も の ーー 一 ー ヒ メン シロ チョ ウ ほ か 11 種 , ②(① の シッ が 細か く な る も の ーー- モ ン キ チョ ルウ, 
③ シ ッ を 形成 し て いる 壁 が 高く か つ 薄 く な る も の 一 一 gre/oz7o boebera, ④ ほ と ん ど シ ワ の 認め られ 
な いも の - 一 ミヤ マン シロチョウ , Pelenois java, Delias sp. 胴 部 に は さま ざま な 微小 突起 が 一 面 に 生 
じ , お も に 以下 の うつ の ペタ ー ン に 区 分 され た . ① 丸 味 の あ る 小 突起 一 - ヒ メシ ロ チ ョ ウ , ツマ キチ 
ョ ウ , キチ ョ ウ , スジ ボソ ヤマ キチ ョ ウッ ウ など, ②① の 小 突起 の 先端 が 伸長 し て 突起 化す る も の - 一 一 
Belenois java な ど , ③ 基 部 に 少し シワ の 入っ た 小 突起 --- モ ン シ ロ チョ ウ , ツマ ベニ チョ ウ , クロ テ 
ン シ ロ チョ ウ , 4ppias spp., ①③ の タイ プ で 基部 の シソ が 著 る し く 発 達し た も の - 一 - モ ン キ チョ ルウ, 
⑤ 溝 を も ゃ ち , 先端 の 鋭く 失っ た 突起 と な る も の - 一 ウス キシ ロ チ ョ ウ , Pareronia boebera, Gandaca 
harina. 

クチ クラ 表面 の 微小 突起 は , 幼虫 体 表 の 光沢 を 消し , 陰 べ い 効果 を 高め る 役割 を も つ , と ByERs ら 
(1972) は 指摘 し た . シロ チョ ウ 科 各種 幼虫 の 生活 型 と その 敏 小 突起 の 発達 と の 関連 を 検討 し た 結果 , 
彼ら の 指摘 は 基本 的 に 正しい と 思わ れ た . 


9. 日 本 産 Excosmg グル ー プ (ハマ キ ガ 科 ) の 再 検討 必 須 義 次 ( 近 談 ) 
ヒメ ハマ キ が 亜 科 , Eucosmini 族 に 属す る Notocelia, Epiblema, Eucosma の 3 属 を 演者 は 非常 に 

近 縁 と 考え Eucosma グル ー プ と 呼ぶ . この グル ー プ の 特徴 は 雄 変 尾 器 の uncus が 発達 し な いこ と , 

valva が 多数 の 剛毛 を も つ 卵 形 の cucullus を 保有 する こと で ある . 我国 に は 28 種 が 分 布 する ( 静 参 
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照 ). 以下 に 各 属 の 特徴 を 述べ る . 

1. Notocelia HUBNER. 雄 前 款 に costal fold, 雄 後 翔 に 通常 dorsal fold を も つ . Valva の basal 
opening の 縁 に clasper を ふも ふつ. Aedeagus の Yesica に 通常 2 本 の 固定 され た 太 短 い cornuti を も 
つこ と に より 他 の 2 属 と 区 別 さ れる . 雌 交 尾 器 の ostium は 第 7 腹 板 内 に 入り 込ま な い . 

2. Epiblema HOBNER. 雄 前 将 に costal fold を も つ . Valva に clasper を も つ . Ostium は 
Notocelia 属 同様 , 第 7 腹 板 内 に 入り 込ま な い . 

3. Eucosma HOBNER. 雄 前 将 に costal fold を も つも の は Eucosma 亜 属 . も た な いも の は 
Calosetia 亜 属 に 属す る . Valva に は clasper が な く , ostium が 第 7 腹 板 内 に 入り 込ん で いる こと か 
ら 他 の 2 属 と 区 別 さ れる . 

ー 一 日 本 産 Eucosma グレープ の 種 一 一 
Notocelia nimia FALKOVITSH 
rosaecolana (DOUBLEDAY) 
sp. | 
Epiblema autolitha (MEYRICK) 
foenella (L.) 
incospicua (WALSINGHAM) 
macrorris (WALSINGHAM) 
pryerana (WALSINGHAM) 
quinguefasciana (MATSUMURA) 
rimosana (CHRISTOPH) (=rotundana SNELLEN) 
sugii KAWABE 
Eucosma (Eucosma) cana (HAWORTH) 
confunda KUZNETZOV 
denigratana (KENNEL) 
discernata KUZNETZOV 
expallidana (HAWORTH) 
niveicaput (WALSINGHAM) 
sp. 
(Calosetia) abacana (ERSCHOFF) 
aemulana (SCHLAGER) 
aspidiscana (HUBNER) 
campoliliana (DENIS & SCHFFERMULLER) 
catharaspis (MEYRICK) 
glebana (SNELLEN) 
maritima (WESTWOOD & HUMPHREYS) 
metzneriana (TREITSCHKE) (=intacta WALSINGHAM) 
rigidana (SNELLEN) 
striatiradix KUZNETZOV 


10. 近年 わが 国 で 採集 され 始め た ニセ タマ ナヤ ガ Peridroma saucia に 関す る 知見 
渡 辺 一 雄 (近畿) 

ご く 近 年 まで 東亜 か ら 確 実 な 記録 を 色 い て いた ニセ タマ ナヤ ガ が ガ Peridroma saucia が , 1975 年 以後 , 
西日本 を 中 心 に 採集 され 始め た . 演者 は , 1977 年 7 月 以降 , 兵庫 県 六甲 山上 , 標高 780m の 地点 で 
採集 を 行っ て きた が , これ まで に 31 頭 の 本 種 を 採集 し て いる の で , この 標本 を も と に 個体 変異 お よび 
同定 の 問題 を 検討 し, あわ せ て わが 国 に お ける 採集 記録 を 整理 し て 本 種 の 動態 に 関す る 考察 を 行っ た . 

1. 前 次 の 色調 か ら 紫 黒色 型 と 黄 褐 色 型 の 2 型 に わけ られ た . 紫 黒 色 型 は f. saucia HOBNER に , 
黄 褐 色 型 は f. margaritosa HAworTH に 同定 され る . 

2. 前 頑 の 甚 型 に は 細長 型 と 幅広 型 が か ある が , この 変異 は 連続 し , 他 の 形質 , た と えば 色調 の 2 型 , 
大 き さ , 性 , ある い は 発生 (採集 ) 時 期 な ど と , 現在 の 所 , 相関 を 見 出す こと は で き な か っ た . 
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